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H11-H21

●08- リーマンショック
-北京オリンピック

○ファストファッション 2008 AGYNESS 2009 NEO



H22-R1 ●10- スマートフォンの普及

●11- 東日本大震災

●12- ロンドンオリンピック

●14- あべのハルカス

●16- リオオリンピック

-地デジへ完全移行

-東京スカイツリー開業

○バイクブーム ○チュチュスカート

○タトゥーストッキング

○モテ系

○コスプレ系 ○花柄パンツ

○双子コーデ ○アスレジャー

○エグザイル系

○ブラウン族

○ワントーンコーデ

○モデル・ブロガー
インスタグラマー

○マキシワンピ

2010 ICONS

2013 SOJOURNERS2013 DIMANCHE 2015/2016 prairie

2017 Bag Lady

2017 HEAD QLOGO
（首部）

2018/2019 QLOGO REACTIVE
（会話・感情表現）

2019 Auto Guided
Stage ‘MAI’（移動）

2015/2016 Sophie2016~Premium Adel 2017/2018 
FLORA

2018/2019 Mellow 2019 Vivian2017/2018 
Eight

2015 QLOGO
（上半身・下半身）

2016 QLOGO
（全身）

2014 ANIMA 2014 Sketch

2010 Chiffon

2011/2012 BLANC

2012 SHAPES

2010-2019

　リーマンショック後、アパレル業

界の産業構造も大きく変化し、量産・

低価格のGAP や UNIQLO などの SPA

（製造小売）が急速に台頭した。

これにともなったファッション製品

全般の価格下落とともに、低価格の

抽象マネキンが商業空間を席巻し、

わが社においても中国への生産シフト

を進めることとなった。

また、開発においても 2010 年からは、

既製品の主力として毎年抽象マネキン

の新作を発表するようになった。

　一方で、リアルマネキンの伝統を

絶やさぬよう、「プレミアムアデル」

というカテゴライズを発足し、1980

年代から 1990 年代の黄金期の商品

を復刻保存しつつ、市場へ投入する

呼びかけも行っている。（2016~）

　さらには、ロボット産業の開発活

性化と市場拡大を背景に、「動くマネ

キン」QLOGOを 2015 年に発表し、

業界全体に大いなる反響を呼ぶこと

となった。

初代から 2代目までは、あくまで参

考商品としての展示に留まったが、

2017 年には動きを首部のみに限定し

「HEAD QLOGO」としてわが社初の

動くマネキンのレンタルを実現する

に至った。

現状の最新型「QLOGO REACTIVE」は

上半身の可動に加え、会話機能と LED

の色による感情表現を装備している。

　そして、マネキン本体の進化ではな

いが、既存の AGV技術と組み合わせ

た「Auto Guided Stage ‘MAI’」という

最新技術と連動し、いよいよマネキン

は 2019 年に「移動」という機能を手

にすることになる。

2010 年代

No.7

●17-GINZA SIX

●19- 平成から令和へ


